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　さる４月２７日（木）、西条組６ヶ寺・　

総勢１０８名（光明寺からは２５名）に

よる「第２５代專如門主　伝灯奉告法要」

の団体参拝を実施いたしました。

　本山に到着後、特別公開中の国宝の書

院・飛雲閣の拝観や記念写真の撮影等を

行なった後、阿弥陀堂に入堂し法要に臨

みました。今回の法要は阿弥陀堂、御影

堂の両堂を使った法要で、両堂とも参拝

者で埋め尽くされました。

　記念法話に続き雅楽の奏でられる中、

紫衣に緋色の五条袈裟に身を包まれたご

門主が阿弥陀堂に、前門さまが御影堂にそれぞれ入堂され、正信偈のおつとめによる「奉賛

伝灯作法」がつとめられました。途中「依経段」（正信偈の前半部分）を終えたところで、

ご門主が御影堂へ、前門さまが阿弥陀堂へ移動（「ご転座」）され、引き続き「依釈段」（正

信偈の後半部分）のおつとめが再開されるという、両堂一体となった法要が厳修されました。

おつとめの後、親鸞聖人のご消息の一節を現代語訳にした「拝読文」（＊下段参照）を全員

で唱和をし、参拝者はそれぞれ念仏者としての自覚を新たにいたしました。

　法要後、「伝灯のつどい」が開かれ、大谷宗家の皆さま（門主ご家族・前門ご夫妻）が登場され、

宗門関係の幼稚園児からの花束贈呈やご門主ご夫妻、ご長男・敬さまへのインタビューなど

が行なわれました。とりわけ敬さまのお言葉に御堂はほほえましい空気に満たされました。

　伝灯奉告法要というご勝縁に出遭えた我々一行は本願寺を後にして宿泊先の琵琶湖のホテ

ルへ移動しました。懇親会場では、住職よりこの日（４月２７日）が３９回目の誕生日だと

いうことが披露され、旅行会社から急遽バースデーケーキとワインがプレゼントされるとい

うハプニングもあり、和気あいあいとした懇親会になりました。翌日は嵐山の散策、大覚寺

の拝観、嵯峨料理の昼食後、午後６時過ぎ西条に帰ってきました。両日とも天候に恵まれ、

大変楽しい有意義な旅行になりました。参拝者の皆さん大変お疲れ様でした。
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 3 月 22 日（木）午後 1時より、小林顯英先生をお招

きして春の彼岸会法座を開催いたしました。

【講演主旨】

松方弘樹（俳優）さんの死に立ち会った親友の梅宮

辰夫さんは、テレビカメラの前で「死んだらおしま

いだ」と何度も語っていました。確かにその気持ち

は分からなくはありませんが、死んだらしまいでは

あまりにも空しい人生観ではないでしょうか。親鸞

聖人は「お念仏の教えに出遭ったら、空しく過ぎな

い人生を歩むことが出来る」と仰っています。死んだらしまいではありません。この私の「い

のち」は無限のいのちの世界（アミダ＝無量光明土＝浄土）に還
かえ

る「いのち」です。これを「往

生浄土」というのです。つまり、私の人生は浄土に生まれ往く人生であり、浄土に往きて仏に

生まれる人生ということです。しかも私の生まれ往く浄土は「倶
く え

会一
いっしょ

処」（倶
とも

に一
ひとところ

処で会う）

と教えて下さっていますように、ご縁あるあらゆる人々と俱
とも

に会う世界なのです。先立つ人は

「一足お先に往
い

って待ってるからね」と言い、送る人は「いずれ私も参ります」と言える、そ

んな世界がすでに準備されているのです。
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